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（別紙２） 
８．研究実績報告（成果）（別紙） 

 
平成 17年度は、既設 30点に１観測点を新たに加え、計 31観測点からなる房総アレイの維
持管理およびデータ収録を実施した。本業務では、関東地方とその周辺に設置されている

既存観測点で得られたデータを含めて、近地・遠地地震のデータを蓄積しており、これま

で２年に及ぶ地震波形データが蓄積された。 

図1. トモグラフィー解析の格子

点位置 

本アレイが設置されている房総半島下は、陸側プレートの下に南方からフィリピン海プ

レートが沈み込み、東方から太平洋プレートが沈み込んでいる。とりわけ、沈み込むフィ

リピン海プレートの上部境界では 1923 年関東地震など、M8 クラスの巨大地震が繰り返し

発生していることが知られており、この地域の地殻構造を調べることは、震源断層のイメ

ージングを行う際にも重要である。しかしながら未

だに高解像度な弾性波速度構造は得られていない。

この地域での詳細な地殻速度構造、とりわけ、沈み

込むフィリピン海プレートの速度構造を推定するた

め、レシーバー関数解析および、ダブルディファレ

ンストモグラフィ法による P波および S波の走時イ

ンバージョン解析を行った(図１)。その結果、制御

震源では明らかにできなかった深さ 20km以深の地
殻構造が明らかとなり、とりわけ、北方に向かって

沈み込むフィリピン海プレートの上部境界位置が明

瞭に推定された。また、フィリピン海プレート内

に低速度層を持つ弱面の存在が示唆された(図２)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2．図 1で示した Y2 から Y6 測線の P波、S波の速度偏差 および、Vp/Vs 分布。白破

線は Sato et al.(2005)によって推定されたフィリピン海プレートの上部境界および

Ishida(1992)による太平洋プレートの上部境界を示す。 


